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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のオブジェクトに取り付けられて前記第１のオブジェクトに対して運動する第２の
オブジェクトを柔軟に支持するための軟性支持軸であって、前記第１のオブジェクトに取
り付けるための第１の連結フランジと、一端が前記第１の連結フランジに取り付けられて
いる圧縮ばねと、前記圧縮ばねを嵌め込んで圧縮ばねの弾性を変えるための弾性体と、前
記圧縮ばねの他端に取り付けられており前記第２のオブジェクトを支持するための第２の
連結フランジとを含み、
　前記圧縮ばねは、ばねワイヤを螺旋状に巻いた筒から構成され、
　前記圧縮ばねの両端部の前記ばねワイヤに複数の取付穴が配置され、前記第１の連結フ
ランジに複数の第１の固定穴が設けられ、前記第２の連結フランジに複数の第２の固定穴
が設けられ、前記第１の固定穴と前記第２の固定穴とが、前記圧縮ばねの両端部の前記ば
ねワイヤに配置された前記取付穴にそれぞれ対応することを特徴とする軟性支持軸。
【請求項２】
　前記圧縮ばねは、横断面が円形の前記ばねワイヤを巻き付けてなる円筒であることを特
徴とする請求項１に記載の軟性支持軸。
【請求項３】
　前記圧縮ばねにおける隣接する２周のばねワイヤのピッチは、前記圧縮ばねの中部から
前記圧縮ばねの相対的な両端部へ細密度－粗密度－細密度で分布していることを特徴とす
る請求項２に記載の軟性支持軸。
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【請求項４】
　前記弾性体の横断面が円環面であり、前記弾性体は、前記圧縮ばねの中部に位置する中
間セグメントと、前記中間セグメントの相対的な両側に位置する第１のセグメント及び第
２のセグメントとを含み、前記第１のセグメント及び第２のセグメントの厚さが前記中間
セグメントの厚さより小さいことを特徴とする請求項１に記載の軟性支持軸。
【請求項５】
　前記中間セグメントの外表面は、前記第１のセグメント及び第２のセグメントの外表面
から突出して水止めリングを形成していることを特徴とする請求項４に記載の軟性支持軸
。
【請求項６】
　前記弾性体の中間セグメントの内表面又は／及び外表面に凹欠が掘られていることを特
徴とする請求項４に記載の軟性支持軸。
【請求項７】
　前記弾性体及び前記圧縮ばねは、一体成形されていることを特徴とする請求項１に記載
の軟性支持軸。
【請求項８】
　前記弾性体及び前記圧縮ばねは、射出により成形されたり、加熱、加圧又は鋳込みによ
って成形されていることを特徴とする請求項７に記載の軟性支持軸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支持軸に関し、特に軟性支持軸に関する。
【背景技術】
【０００２】
　工業生産・製造において、運動物体が固定物体に対して運動する場合にぶつかることが
多く、前記運動物体は支持軸によって前記固定物体に支持されており、従来の支持軸は支
持の作用のみを発揮し、前記運動物体が前記支持軸に与える衝撃震動及び前記運動物体が
前記支持軸を介して前記固定物体に与える衝撃震動への配慮が不十分であって、支持軸と
固定物体の損傷を引き起こしてしまうので、本発明においては支持軸を改良する必要があ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の実施例の目的は、従来の技術における支持軸が、支持の作用のみを発揮し、シ
ョック吸収への配慮が不十分である問題を解決することを旨とする軟性支持軸を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例は、第１のオブジェクトに取り付けられて前記第１のオブジェクトに対
して運動する第２のオブジェクトを柔軟に支持するための軟性支持軸であって、前記第１
のオブジェクトに取り付けるための第１の連結フランジと、一端が前記第１の連結フラン
ジに取り付けられている圧縮ばねと、前記圧縮ばねを嵌め込んで圧縮ばねの弾性を変える
ための弾性体と、前記圧縮ばねの他端に取り付けられ前記第２のオブジェクトを支持する
第２の連結フランジとを含む軟性支持軸によって実現される。
【発明の効果】
【０００５】
　圧縮ばね及びその上の弾性体の設計により、本発明の軟性支持軸は、相対的に運動する
第２のオブジェクトに対して支持の作用を発揮するだけではなく、ショック吸収の作用を
も発揮するようになり、また、前記圧縮ばねは、その弾性及び剛性を変えるための前記弾
性体内に嵌め込まれている。
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【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施例で提供される軟性支持軸の立体分解図である。
【図２】図１の軟性支持軸の端面図である。
【図３】図２の軟性支持軸の線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図４】図２の軟性支持軸の線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【図５】図２の軟性支持軸の線Ｄ－Ｄに沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明の目的、技術的解決手段及びメリットをより分かりやすくするために、以下に添
付図面及び実施例を参照しながら本発明を更に詳しく説明する。ここで述べる具体的な実
施例は本発明を解釈するためのものに過ぎず、本発明を限定するわけではないことを理解
すべきである。
【０００８】
　図１～図５に示すように、本発明の実施例で提供される軟性支持軸１０は、第１のオブ
ジェクト（図示せず）に取り付けられて前記第１のオブジェクトに対して運動する第２の
オブジェクト（図示せず）を柔軟に支持するためのものである。前記軟性支持軸１０は、
前記第１のオブジェクトに取り付けるための第１の連結フランジ２０と、一端が前記第１
の連結フランジ２０に取り付けられている圧縮ばね３０と、前記圧縮ばね３０を嵌め込ん
で圧縮ばね３０の弾性を増加させるための弾性体４０と、前記圧縮ばね３０の他端に取り
付けられ前記第２のオブジェクトを支持する第２の連結フランジ５０とを含む。前記弾性
体４０と前記圧縮ばね３０は、一体成形されている。
【０００９】
　前記圧縮ばね３０は、横断面が円形のばねワイヤを巻き付けてなる円筒である。前記圧
縮ばね３０において、そのばねワイヤの相対する両端に前記圧縮ばね３０の軸線に沿って
複数の取付穴３１が開設されている。前記圧縮ばね３０の隣接する２周のばねワイヤのピ
ッチは、前記圧縮ばね３０の中部から前記圧縮ばね３０の相対する両端部へ細密度－粗密
度－細密度で分布している。前記圧縮ばね３０の隣接する２周のばねワイヤのピッチの分
布は、前記軟性支持軸１０の弾性及び剛性を調整できるように調整可能となっている。
【００１０】
　前記第１の連結フランジ２０は、円盤環状となっている。前記第１の連結フランジ２０
に複数の第１の固定穴２１が開設されている。前記第２の連結フランジ５０は、円盤環状
となっている。前記第２の連結フランジ５０に複数の第２の固定穴（図示せず）が開設さ
れている。前記第１の固定穴２１と第２の固定穴とは、それぞれ相応する取付穴３１に対
応している。締結部材６０、例えばねじ、スクリューは、第１の連結フランジ２０を前記
圧縮ばね３０に固定するように、前記第１の固定穴２１を通り抜けて対応する取付穴３１
に螺入されて締結されている。締結部材６０は、第２の連結フランジ５０を前記圧縮ばね
３０に固定するように、前記第２の固定穴を通り抜けて対応する取付穴３１に螺入されて
締結されている。
【００１１】
　前記弾性体４０の横断面は、円環面である。前記弾性体４０は、前記圧縮ばね３０の中
部に位置する中間セグメント４１及び前記中間セグメント４１の相対する両側に位置する
第１のセグメント４２と第２のセグメント４３とを含む。前記第１のセグメント４２及び
第２のセグメント４３の厚さは前記中間セグメント４１の厚さより小さい。前記中間セグ
メント４１の外表面は、前記第１のセグメント４２及び第２のセグメント４３の外表面か
ら突出して水止めリング４５を形成している。
【００１２】
　実際的な使用過程において、前記軟性支持軸１０の弾性を調整するために必要に応じて
弾性体４０の中間セグメント４１の体積の大きさを調整でき、例えば、本実施例において
、前記中間セグメント４１の弾性を変えるために、前記弾性体４０の中間セグメント４１
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の内表面又は／及び外表面に前記中間セグメント４１を通り抜けていない凹欠４６が掘ら
れるように弾性体４０の中間セグメント４１の体積を変えている。前記凹欠４６の形式は
さまざまになってよく、例えば、ブラインドバイアホールの形式であってよい。
【００１３】
　前記弾性体４０及び前記圧縮ばね３０は、射出により成形されたり、加熱、加圧又は鋳
込みにより成形されている。
【００１４】
　圧縮ばね３０及びその上の弾性体４０の設計により、本発明の軟性支持軸１０は、相対
的に運動する第２のオブジェクトに対して支持の作用を発揮するだけではなく、ショック
吸収の作用をも発揮するようになり、また、前記圧縮ばね３０は、その弾性及び剛性を変
えるための前記弾性体４０内に嵌め込まれている。
【００１５】
　本発明において、圧縮ばね３０の各パラメータを変えることにより軟性支持軸１０の荷
重力と変形量を設定できるようになっており、また、弾性体４０の化学成分、幾何サイズ
及び分布状態を変えることにより軟性支持軸１０の剛性及び弾性を調整するようにしても
よい。
【００１６】
　以上に述べたのは本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明を限定するためのものでは
なく、本発明の精神と原則に沿った変更、同等な置換及び改良等はいずれも本発明の保護
範囲内に含まれるべきである。
（付記１）
　第１のオブジェクトに取り付けられて前記第１のオブジェクトに対して運動する第２の
オブジェクトを柔軟に支持するための軟性支持軸であって、前記第１のオブジェクトに取
り付けるための第１の連結フランジと、一端が前記第１の連結フランジに取り付けられて
いる圧縮ばねと、前記圧縮ばねを嵌め込んで圧縮ばねの弾性を変えるための弾性体と、前
記圧縮ばねの他端に取り付けられており前記第２のオブジェクトを支持するための第２の
連結フランジとを含むことを特徴とする軟性支持軸。
（付記２）
　前記圧縮ばねは、横断面が円形のばねワイヤを巻き付けてなる円筒であることを特徴と
する付記１に記載の軟性支持軸。
（付記３）
　前記圧縮ばねにおける隣接する２周のばねワイヤのピッチは、前記圧縮ばねの中部から
前記圧縮ばねの相対的な両端部へ細密度－粗密度－細密度で分布していることを特徴とす
る付記２に記載の軟性支持軸。
（付記４）
　前記圧縮ばねの相対的な両端のばねワイヤに前記圧縮ばねの軸線に沿って複数の取付穴
が開設され、前記第１の連結フランジに複数の第１の固定穴が開設され、前記第２の連結
フランジに複数の第２の固定穴が開設され、前記第１の固定穴と第２の固定穴がそれぞれ
相応的な取付穴に対応していることを特徴とする付記２に記載の軟性支持軸。
（付記５）
　前記弾性体の横断面が円環面であり、前記弾性体は、前記圧縮ばねの中部に位置する中
間セグメントと、前記中間セグメントの相対的な両側に位置する第１のセグメント及び第
２のセグメントとを含み、前記第１のセグメント及び第２のセグメントの厚さが前記中間
セグメントの厚さより小さいことを特徴とする付記１に記載の軟性支持軸。
（付記６）
　前記中間セグメントの外表面は、前記第１のセグメント及び第２のセグメントの外表面
から突出して水止めリングを形成していることを特徴とする付記５に記載の軟性支持軸。
（付記７）
　前記弾性体の中間セグメントの内表面又は／及び外表面に前記中間セグメントを通り抜
けていない凹欠が掘られていることを特徴とする付記５に記載の軟性支持軸。



(5) JP 5977367 B2 2016.8.24

（付記８）
　前記弾性体及び前記圧縮ばねは、一体成形されていることを特徴とする付記１に記載の
軟性支持軸。
（付記９）
　前記弾性体及び前記圧縮ばねは、射出により成形されたり、加熱、加圧又は鋳込みによ
って成形されていることを特徴とする付記８に記載の軟性支持軸。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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